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飛騨市長
つづく じゅんや

都 竹 淳 也

　 

こ
の
た
び
、
第
三
代
目
の
飛
騨

市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。こ

こ
に
至
る
ま
で
の
間
、「
元
気
で
、

あ
ん
き
な
、
誇
り
の
持
て
る
ふ
る

さ
と
飛
騨
市
」
を
つ
く
り
た
い
と

い
う
思
い
を
お
話
し
し
な
が
ら
、

市
内
全
域
を
回
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

現
場
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
方
か
ら
お

話
を
う
か
が
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。 

   

そ
の
中
で
、「
飛
騨
市
を
一
つ
に

し
て
、
未
来
に
向
け
て
前
進
さ
せ

て
ほ
し
い
」と
い
う
期
待
、「
若
者

が
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
ま
ち

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
、さ
ら
に
は「
み
ん
な
が
飛
騨
市

に
対
し
て
明
る
い
思
い
を
持
て
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご

要
望
を
数
多
く
お
聞
き
し
ま
し

た
。

　 

人
口
減
少
が
進
む
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、
飛
騨
市
に
は
全
国
に

誇
れ
る
よ
う
な
地
域
資
源
が
豊
富

に
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
活

発
で
、
大
き
く
発
展
で
き
る
潜
在

力
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　 

私
は
、
市
民
の
皆
様
と
ご
一
緒

に
考
え
、
悩
み
、
動
き
、
笑
い
な
が

ら
、こ
う
し
た
芽
を
伸
ば
し
、前
向

き
に
動
き
続
け
る
市
政
を
つ
く
る

こ
と
で
、
皆
様
の
声
に
お
応
え
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ど
う
ぞ
ご
支
援
、ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
地
域
間
の
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流

を
深
め
、
飛
騨
市
全
体
の
融
和

を
目
指
し
ま
す
。

○
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
徹

底
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
と

思
い
に
沿
っ
た
政
策
を
進
め
ま

す
。

１
　
融
和
と
対
話

○
飛
騨
全
域
や
県
内
、北
陸
、 

全
国

の
す
ぐ
れ
た
人
材
や
企 

業
、
団

体
、
大
学
等
と
の
交
流 

を
深

め
、
互
い
の
強
み
を
生
か
し
た

政
策
を
進
め
ま
す
。

○
飛
騨
市
を
多
様
な
交
流
の
舞 

台

と
し
、
人
と
人
と
が
出
会 

い
、

ふ
れ
あ
う
場
と
す
る
こ
と 

で
、

賑
わ
い
と
新
し
い
価
値
を 

創

造
し
ま
す
。

２
　
交
流
と
連
携

○
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

体
制
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
の
健

康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
暮
ら
し

の
支
援
を
進
め
ま
す
。

○
自
主
的
な
防
災
体
制
を
整
え
る

と
と
も
に
、治
山
治
水
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

○
高
齢
者
を
支
え
る
福
祉
人
材
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

２  

い
つ
ま
で
も
あ
ん
き
に

　
暮
ら
せ
る
飛
騨
市
づ
く
り

○
観
光
誘
客
の
拡
大
と
観
光
消
費

額
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

○
小
規
模
事
業
者
の
稼
ぐ
チ
カ
ラ

の
拡
大
と
雇
用
創
出
力
の
向
上

を
支
援
し
ま
す
。

○
畜
産
や
高
冷
地
野
菜
な
ど
強
み

を
生
か
し
た
農
業
を
支
援
し
ま

す
。

○
特
産
品
を
開
発
し
、
販
路
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。

○
移
住
・
定
住
の
拡
大
に
向
け
、

仕
事
と
住
ま
い
の
確
保
を
支
援

し
ま
す
。

○
他
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
た

め
の
道
路
網
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

１
　
強
み
を
活
か
し
た

　
　
元
気
な
飛
騨
市
づ
く
り

○
い
い
と
思
う
こ
と
は
や
っ
て
み

る
、
ど
ん
な
困
難
な
課
題
で
も

乗
り
越
え
る
方
法
を
考
え
る
、

と
い
う
前
向
き
な
市
政
を
進
め

ま
す
。

○
新
し
い
発
想
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
積
み
重
ね
、
飛
騨
市
発
の
政

策
を
生
み
だ
し
ま
す
。

３
　
挑
戦
と
前
進

市
政
運
営

　
　
３
つ
の
姿
勢

４
つ
の
重
点
施
策

就任のごあいさつ
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題
ろいろい

話のちま
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日頃の感謝を込めて
２月11日（木）　ＪＲ飛騨古川駅周辺

吉城高校軟式野球部地域清掃活動

古川駅を清掃する部員たち

　吉城高校軟式野球部員は２月11日、ＪＲ飛騨古川駅前周
辺の清掃奉仕活動を行いました。
　この奉仕活動は、日頃、お世話になっている地域の人た
ちや利用している施設に感謝の思いを込めて行おうと部員
らが自ら企画し７年前から行われており、今回は部員13人
が参加。駅舎の窓拭きや蜘蛛の巣取りなどを行いました。
　キャプテンの加藤勇真くんは「生徒や部員がいつも利用
させていただいている。そのお礼にきれいにしたい。冬場
も筋トレなど練習に励み、東海大会出場を目指して頑張り
たい」と話しました。

これはどこに置くの？
２月16日（火）　河合小学校

河合小学校　雛様飾り

雛人形を飾り付ける児童たち

　河合小学校の１、２年生児童が、地域住民より寄贈のあっ
たお雛様を盆踊りや郷土料理を教えてもらった学校ボラン
ティアの方と一緒に飾りました。
　地域の方との交流が目的で今年で２回目になります。
　１年生は初めて飾る児童が多く、昨年の写真を見たり、ボ
ランティアの方に聞きながら真剣な顔でひな壇に並べていき
ました。完成したときには、大きな歓声で喜びました。
　児童は「初めてお雛様の飾り付けをやった。時間がかかっ
たけど、ボランティアの方の指導で上手に飾れて良かった」と
感想を語りました。

まごころと笑顔をお届け
２月12日（金）　ＪＡひだ古川支店

ＪＡひだ移動販売車の出発式

ＪＡひだふれあい便の前でテープカットをする関係者できあがりを確認し合う児童たち

きれいに染まった
２月16日（火）　古川西小学校

古川西小学校 草木染め体験

　古川西小学校の６年生児童49人が、総合的な学習の時間
で草木染め体験をしました。
　毎年恒例の行事で、２枚染めたハンカチのうち１枚を謝恩
会で家族へプレゼントする計画です。
　講師の石原さん、小林さんが実演するのを真剣に見つめ、
自分達の体験の際は「この色きれい」「この模様にしたい」と
楽しそうに感謝の気持ちを込めながら体験しました。
　児童は「最初は難しかったけど、うまく染められて良かっ
た。６年間の感謝の気持ちでお母さんにあげたい。」と話し
ました。

　飛騨農業協同組合は河合町・宮川町の高齢者の買い物に
役立てる移動販売車「ＪＡひだふれあい便」の出発式を行い
ました。
　ＪＡでは、高齢化・過疎化の続く地域の「買い物に行きたく
ても行くことができない」という声を聞き、移動販売車の再
導入の検討を行ってきました。
　１月より試験運行を行い、４月からの正式運行に向け準備
を進めています。地域からは、自宅まで来てくれるので助かる
と利用希望者も増えています。
　ＪＡひだふれあい便は、軽トラックの荷台を改造し、冷蔵、
冷凍を含め約 400点の商品を積み込むことが可能です。

行
財
政
運
営

○
ふ
る
さ
と
の
宝
探
し
、
光
探
し
、

自
慢
づ 

く
り
を
進
め
ま
す
。

○
地
域
間
の
交
流
を
促
進
し
、お
互

い
の
よ
さ
を
知
り
あ
う
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
、社
会

を
知
る
ふ
る
さ
と
教
育
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
伝
統
文
化
の
発
展
的
な
継
承
と

後
継
者
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
地
域
づ
く
り
へ

の
参
加
を
通
じ
た
教
育
に
取
り

組
み
ま
す
。

３
　
誇
り
の
持
て
る

　
　
　
飛
騨
市
づ
く
り

○
子
育
て
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
家
族
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
強
み
を
伸
ば
し
、

自
信
を
育
む
教
育
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
U
I
タ
ー
ン
就
職
を
含
め
、地
元

企
業
の
人
材
確
保
を
支
援
し
ま

す
。

○
女
性
の
自
由
な
活
動
を
応
援
し
、

地
域
の
活
力
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
仕
事
と

生
き
が
い
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

４  
未
来
を
支
え
る
人
材
に

　
　満
ち
た
飛
騨
市
づ
く
り

○
長
期
的
展
望
に
立
っ
た
持
続
可

能
な
財
政
を
構
築
し
ま
す
。

○
県
や
国
へ
の
政
策
提
言
を
通

じ
、
予
算
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

獲
得
し
ま
す
。

○
公
平
公
正
な
ル
ー
ル
・
制
度
を

構
築
し
、柔
軟
に
運
用
し
ま
す
。

○
市
の
情
報
発
信
力
を
生
か
し
た

Ｐ
Ｒ
な
ど
予
算
を
か
け
な
い
支

援
を
強
化
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
都
竹
市
長
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
素
顔
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ι
趣
味
は
？

　音
楽
鑑
賞
で
す
。ク
ラ
シ
ッ
ク

が
中
心
で
す
が
、サ
ザ
ン
、ミ
ス

チ
ル
、
い
き
も
の
が
か
り
な
ど

も
よ
く
聴
き
ま
す
。

Ι
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

　の
ん
び
り
音
楽
を
聴
い
た

り
、本
を
読
ん
だ
り
、昼
寝
を
し

て
、
ア
タ
マ
を
空
っ
ぽ
に
し
ま

す
。

Ι
長
所
は
？

　何
で
も
前
向
き
に
考
え
て
、

新
し
い
こ
と
に
柔
軟
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
で
す
。

Ι
短
所
は
？

　納
得
す
る
ま
で
妥
協
で
き
な

い
こ
と
で
す
。

Ι
好
き
な
言
葉

　「日
日
是
好
日
」
ど
ん
な
こ
と

も
前
向
き
に
と
ら
え
る
気
持
ち

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

Ι
好
き
な
本
や
映
画
、音
楽

　山
崎
豊
子「
大
地
の
子
」、黒

澤
明「
七
人
の
侍
」、ブ
ラ
ー
ム

ス「
交
響
曲
第
２
番
」、Mr.Chil-

dren

「
イ
ノ
セ
ン
ト
ワ
ー
ル
ド
」

な
ど

Ι
好
き
な
食
べ
物

　鶏
ち
ゃ
ん
、と
ん
ち
ゃ
ん

Ι
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ

　大
の
ス
ポ
ー
ツ
音
痴
で
す

が
、
観
る
の
は
好
き
。特
に
プ
ロ

野
球
は
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
熱

烈
な
フ
ァ
ン
で
す
。

都竹市長のプロフィール
氏名：都竹淳也　（49歳）
住所：古川町
生年月日：昭和42年３月２日
血液型：Ｂ型
略歴
昭和60年：斐太高等学校卒業
平成元年：筑波大学社会学類卒業
平成元年：岐阜県庁入庁
平成７年：自治体国際化協会
シンガポール事務所所長補佐
平成13年：梶原拓知事秘書
平成17年：古田肇知事秘書
平成20年：総合政策課課長補佐
平成21年：商工政策課課長補佐
平成26年：障がい児者医療推進室長
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4

２月14日、一般選挙により、現職６人、元職１人、新人７人の
14人が飛騨市議会議員に選ばれました。
今後４年間、市民の代表として、市民の声を市政に反映させ
るために活躍されます。
今回、議員になられた皆さんに抱負を伺いました。

議員の皆さんを紹介します
議席
番号

ふりがな

●●町●●　　所属・当選回数
抱負・公約など

氏名（年齢）

1 なかたに　  じょうご

古川町金森町　　無所属・１回
仲 谷 丈 吾（35）

2 いばた　　 こうじ

古川町金森町　　無所属・１回
井 端 浩 二（54）

3 さわ　　　　　しろう

古川町末広町　　無所属・１回
澤　　史 朗（55）

4 すみだ　 　きよみ

古川町上町　　無所属・１回
住 田 清 美（59）

5 もり　　　　かなめ

古川町増島町　　無所属・１回
森　　要（63）

6 なかむら　 けんきち

古川町杉崎　　無所属・１回
中 村 健 吉（64）

7 とくしま　 じゅんじ

神岡町東町　　無所属・１回
德 島 純 次（67）

8
神岡町船津　　無所属・２回

前 川 文 博（45）

9 なかしま　 くにのり

古川町信包　　無所属・２回
中 嶋 国 則（64）

10 ほらぐち　 かずひこ

神岡町山田　　無所属・２回
洞 口 和 彦（69）

11 のむら　 かつのり

古川町上町　　無所属・２回
野 村 勝 憲（72）

12 もりした 　しんじ

宮川町祢宜ケ沢上　　無所属・４回
森 下 真 次（62）

13 たかはら　 くにこ

神岡町釜崎　　無所属・４回
高 原 邦 子（58）

14 くずたに　 ひろのり

神岡町吉田　　無所属・４回
葛 谷 寛 德（65）

まえかわ　 ふみひろ

　感謝、初心を忘れず、謙虚な姿勢で議員活動
に取り組んでいきたいと思います。皆様の変わら
ぬご支援、ご指導よろしくお願いいたします。

　今まで色々な団体で活動させていただいた経
験を活かし、市民の目線、民間の感覚を持って安
心して暮らせる市を目指し頑張ります。

　古い体質の議会を一新し、活性化する議会を
目指す。三世代が安心して暮らせるまちづくりの
推進。時代を先取りする特色のある教育の提案。

　皆様の声を聞きながら、雇用の確保・子育て
支援の拡充・女性の活躍推進・産業の発展な
どについて市政に反映いたします。

　市民の幸せと安全で安心できる飛騨市を目指
します。そのため、市民との情報交換に努め、積
極的に政策提言をしていきます。

　今こそ、故郷に愛と誇りを！市民の故郷に寄せ
る愛情を基に、子孫に誇れる飛騨市の未来創造
作業に参加します。

　市民が中心の市政を築き、福祉・医療・介護
の充実を図ります。職場を創生し財政を健全化
し、活気のある街づくりに邁進いたします。

　雪への対策、買い物弱者対策、公共交通の改
善。これらを整え人口流出を防ぐ。子どもから高
齢者まで、住みやすい飛騨市を目指す。

　飛騨市活性化の切り札である、ふるさと納税
（ふるさと応援寄付金）をさらに推進し、飛騨市
をさらに活気ある豊かな市へ変えていきます。

　尊重と融和の精神で全市民が連帯できる体
制を確立し、少子高齢化・人口減の危機を打開
し、夢と活力ある、安全で安心に暮らせるまちづ
くりに取り組みます。

　地域の資源を活かし、自らの知恵と汗で地方
創生に全力で取り組み、官民一体で子や孫たち
が安心して共生できる元気なふるさとづくりを目
指す。

　飛騨市の元気づくりに努力する。現状を見直
し、小さな町でも活気があり、何度も行ってみた
くなる地域づくりに努力する。

　新市長の誕生で市政への期待が高まる中、二
元代表制の一翼を担う議会の一員としてより良
い市政のため、議員資質向上に努めたい。

　ノーベル賞のブランドを活かした街づくりと先
端科学都市構想の実現。医師の確保と地元企業
や商店を積極的に支援し雇用を守る。
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市
長
選
挙
は
２
月
７
日
告
示
さ
れ
、
都
竹
淳
也
氏
（
49
）

＝
無
所
属
＝
以
外
に
立
候
補
の
届
出
は
な
く
、
無
投
票
で
三

代
目
市
長
に
当
選
し
、
２
月
15
日
、
平
澤
良
明
選
挙
管
理
委

員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
２
月
14
日
執
行

　
　
飛
驒
市
長
選
挙
及
び
飛
驒
市
議
会
議
員
選
挙
結
果

飛
驒
市
長
選
挙

　
市
長
選
挙
と
同
時
に
告
示
さ
れ
た
議
会
議
員
選
挙
は
、
定

数
17
人
か
ら
14
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
定
数
14
人
に
対
し
、
18
人
が
立
候
補
し
、
次
の
よ
う
な
選

挙
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

飛
驒
市
議
会
議
員
選
挙

氏　　　名 得票数

当 仲 谷 丈 吾 無・新 1,507票

当 井 端 浩 二 無・新 1,241票

当 住 田 清 美 無・新 1,202票

当 葛 谷 寛 德 無・現 1,133票

当 中 村 健 吉 無・新 1,112票

当 澤 史 朗 無・新 1,073票

当 高 原 邦 子 無・元 1,043票

当 森 下 真 次 無・現 1,017票

当 洞 口 和 彦 無・現 980票

当 森 要 無・新 966票

当 中 嶋 国 則 無・現 907票

当 前 川 文 博 無・現 860票

当 野 村 勝 憲 無・現 789票

当 德 島 純 次 無・新 776票

池 田 寛 一 無・現 768票

籠 山 恵 美 子 共・現 753票

面 手 悦 子 共・新 440票

尾 﨑 賢 司 無・新 187票

氏　　　名

当 都 竹 淳 也 無・新

無投票当選

当日有権者数 21,276人

投 票 者 総 数 16,890人

有 効 投 票 数 16,754票

無 効 投 票 数 136票

投 票 率 79.39%

敬称略

敬称略



飛騨市消防本部 0577-73-0119
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当
院
で
は
、
手
術
予
定
の
患
者
さ

ん
と
ご
家
族
に
対
し
、
手
術
室
看
護

師
が「
手
術
前
訪
問
」を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
手
術
室
は
、
た
く
さ
ん
の
医
療
機

器
に
囲
ま
れ
非
日
常
的
な
雰
囲
気
で

あ
る
た
め
、
患
者
さ
ん
の
多
く
は
不

安
を
抱
え
た
ま
ま
入
室
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
手
術
前
訪
問
を
行
い
患
者

さ
ん
と
面
識
を
持
つ
事
で
入
室
時
に

ピ
ー
ク
に
達
す
る
不
安
感
を
和
ら

げ
、
精
神
的
に
落
ち
着
い
た
状
態
で

麻
酔
や
手
術
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
情
報
や
知
識
不
足
は

不
安
を
募
ら
せ
る
原
因
と
な
る
た

め
、患
者
さ
ん
の
疑
問
に
対
し
、わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
正
確
な
情
報
提
供

が
出
来
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
術
前
訪
問
は
「
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
役
立
つ
こ
と
が
出
来
た

の
か
」
と
い
う
事
を
把
握
す
る
た
め

に
、
昨
年
10
月
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
「
不
安
が
軽

減
さ
れ
、
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
」

と
い
う
意
見
が
多
数
聞
か
れ
、
手
術

前
訪
問
の
必
要
性
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
続

け
患
者
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら

一
人
一
人
そ
の
方
に
合
っ
た
手
術

前
訪
問
を
目
指
し
、
安
心
し
て
手
術

に
臨
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
消
防
団
員
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
活
動
を
す

る
非
常
勤
の
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
消

火
活
動
の
他
、
地
震
災
害
へ
の
備
え
、
火
災
予

防
、
応
急
手
当
な
ど
、
自
ら
の
手
で
地
域
を
守

る
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
飛
騨
市
消
防
団
で
は
平
成
28
年
度
新
入
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
、
地
域
の

た
め
に
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◇
消
防
団
の
主
な
活
動
◇

　
・
災
害
防
御
活
動

　
・
各
家
庭
の
防
火
指
導
や
地
域
の
巡
回
広  

　
　
報
な
ど
の
火
災
予
防
活
動

　
・
救
命
処
置
の
普
及
活
動

◇
消
防
団
員
に
な
る
た
め
の
条
件
◇

　
・
消
防
団
の
管
轄
区
域
に
居
住
し
、
又
は
勤

　
　
務
し
て
い
る
こ
と
。

　
・
年
齢
が
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
・
心
身
共
に
健
康
で
あ
る
こ
と
。

消
防
団
員
募
集
！

【
自
分
達
の
町
は
自
分
達
で
守
る
】

　
県
内
で
活
動
す
る
消
防
団
員
を
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
店
舗
・
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
援
事
業
所
に
登
録
す
る
と…

◎「
消
防
団
、
水
防
団
を
応
援
し
て
い
る
お
店
」

　
と
し
て
企
業
や
店
舗
の
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま
す
。

◎「
地
域
防
災
力
の
要
で
あ
る
消
防
団
水
防
団

　
の
応
援
」
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
の
貢
献
に

　
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　 

岐
阜
県
危
機
管
理
部
消
防
課

　
　 

０
５
８-

２
７
２-

１
１
２
２

【
消
防
団
水
防
団
応
援
事
業
所
募
集
！
】

連 載 の 庭

 

ま
ち
を
守
る
！
消
防

「手術前訪問をご存じですか？」

場
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■日時　４月６日（水）
　　　　10：00～16：00　

■場所　古川町公民館（総合会館）

　不動産の価格、賃貸借契約による
地代や家賃等に関する春の無料相談
会です。
ぜひご相談ください。

■日　時　４月１日（金）
　　　　　10：00～12：00　

■場　所　飛騨地域地場産業振興
　　　　　センター（高山市天満町）

■その他　相談無料、予約不要です。
　　　　　直接会場へお越しくださ
　　　　　 い。

　市の歴史についての貴重な資料と
なり、新たな遺跡を知る手がかりにな
るかもしれません。借用若しくは寄贈
していただいた土器・石器類を記録
し、保存または活用させていただき
ます。
　市の文化財保護行政にご理解とご
協力をお願いします。

◇◆◇◆飛ぶ図書館◆◇◆◇

図書館員が100冊のおすすめ本を
持って市内を巡回します。
各地域でお会いしましょう！

◆サービスについて
貸出・返却・予約（リクエスト）・予
約本の受け取り
 
◆貸出について
・おひとり７冊まで、１カ月貸
　出可
・図書館利用カードをお持ちく
　ださい
 
◆巡回について
各地域毎月１回　10：00～16：00
第１木曜　河合振興事務所
第２木曜　山之村公民館
第３木曜　宮川振興事務所

生涯学習課 0577-73-7496

飛騨市図書館 0577-73-5600

相

　
　談

ブランク、つまずき、就活に踏み出せ
ない･･･など、就労についてお悩みの
方のサポートを行っています。「履歴
書の書き方や面接の受け方がわから
ない」など、就労全般に関する相談に
応じます。（予約制）
お気軽にお問い合わせください。

サポステ　就労相談窓口
相

　
　談

（公社）岐阜県不動産鑑定士協会で
は、春の無料相談会を開きまます。

不動産鑑定による春の
無料相談会

募

　
　集

生涯学習課では、市民の皆様の自宅
で保管している『土器・石器類』を探
しています。もし自宅にありましたら
借用若しくは寄贈してもらえません
か？

「土器・石器類」
眠っていませんか？

（公社）岐阜県不動産鑑定士協会
058-274-7181

※支援対象者は 15 歳～ 39 歳のニート状
態の若年者とその保護者

※１組 50 分、先着５組まで、予約制です。
下記の予約先へご連絡ください。

岐阜県若者サポートステーション
　 058-216-0125

・予約先

図 書 館 に お い で よ 新着図書ピックアップ 〈図書館からお知らせ〉
４月からスタート！！一般向けのオススメ

　思い出せない…名前が出てこない…
誰にでもよくあるもの忘れ、と甘く見て
いませんか？いまこそ「脳トレ」の始め時
かも。「あのころ思い出し編」なら、
「『スパーク3人娘』の一人。1967年に
「小指の想い出」が大ヒットした歌手
は?」といったクイズで、懐かしいあのこ
ろを思い出しながら脳を活性化できま
すよ。懐かしむ感情にはストレス解消効
果もあるのだとか。これなら楽しく続け
られそうですね！

『もの忘れを予防する健康脳
トレーニング あのころ思い出し編』

篠原菊紀／監修　幻冬舎

児童向けのオススメ

　なんと哲学的な問いかと思いきや、絵
本の表紙をよく見れば、ハテナの形にね
じまがっているコレはもしや…どのご家
庭でもなかなか活躍の場を与えられず
食器棚の奥で眠ったままのカニフォー…
ク…。あまりにも出番がなさすぎたので
しょうか。ぼくはいったいなんやねん、
と思ったぼくは、ぼくがなんなのかを知
る旅に出ました。大人のほうが吹きだし
てしまいそうなユーモア絵本です。

『ぼくはいったいなんやねん』
岡田よしたか／著　佼成出版社



場
版らわか

広の報情

18

飛騨警察署 0577-73-0110（内線211）

　※採用試験申込書は、飛騨警察署または神岡警部交番で配布します
　　（岐阜県庁ホームページからダウンロードした「申込書」の使用も可能です）
　※採用試験申込書は、受付期間中に申込書を警察本部まで持参
　　（平日8：00～17：15までの間）または郵送（郵便追跡が可能な特定
　　記録または簡易書留）で受け付けています
　※詳しくは、飛騨警察署（警務課）までお問い合わせください

お
知
ら
せ
平成28年度　岐阜県警察官の募集について

飛騨流葉数河カントリーウォーク
運営委員会（流葉温泉Ｍプラザ内）
0578-82-0916

お
知
ら
せ

「太陽系めぐりウォーク」は、歩いて太
陽系の大きさを体感できるコースで
す。残雪美しい北アルプスの展望を楽
しみながら春を散策しませんか。

■開  催  日　５月８日（日）
　　　　    　雨天決行
■参  加  料　お一人様　　1,000円
　　　　　    小学生以下　   600円
■募集人員　先着20名
■申込期限　４月30日（土）
■行　　程　午前９時　集合
　　　　　　流葉温泉Ｍプラザ
　　　　　　午後１時　解散
■コ  ー  ス 　流葉常設ウォーキング
　　　　　　コース（約4.5km）

第７回　太陽系めぐり
ウォーク

スクールバス添乗員の
募集について

岐阜県立飛騨吉城特別支援学校
0577-73-3600

お
知
ら
せ

県立飛騨吉城特別支援学校では、ス
クールバス添乗員を募集します。

■職　　種　スクールバス添乗員
■勤務場所　県立飛騨吉城特別
　　　　　　支援学校（古川町片原町）
■業務内容　スクー ル バス 送 迎 時
　　　　　　の児童・生徒の介助等
　　　　　　添乗業務
■勤務期間　H28.4.1～H29.3.31
　　　　　　※週３～４日の勤務
■勤務時間　登校時および下校時
■賃  金  等　時給1,070円
　　　　　　※Ｈ27単価です
■応募方法　市 販 の 履 歴 書 に必 要
　　　　　　事項を記入し、学校ま
　　　　　　で提出してください。

人事院中部事務局
052-961-6838
http://www.jinji.go.jp/saiyo.htm

お
知
ら
せ

人事院では、平成 28 年度に次の採用
試験を行います。

■総合職試験（院卒者・大卒程度試験）
・受付期間
　４月１日（金）～４月11日（月）
・第1次試験　５月22日（日）
■一般職試験（大卒程度試験）
・受付期間
　４月８日（金）～４月20日（水）
・第1次試験　６月12日（日）
■一般職試験（高卒程度試験）
・受付期間
　６月20日（月）～６月29日（水）
・第1次試験　９月４日（日）

国家公務員の
募集について

試験区分 採用予定人員 受付期間 第１次試験 第２次試験 最終合格日 採用予定日

AⅠ（男性） 45 人程度

AⅠ（女性） ５人 程度

AⅡ（男性） 70 人程度

AⅡ（女性） 15 人程度

３月18日（金）
から

４月15日（金）

５月８日（日）
岐阜市

6月上旬
から

６月下旬
７月中旬

平成28年
10月１日

平成29年
４月１日

■試験区分／採用予定人員／採用試験当日程

連 載 の 庭

第８回

飛騨市の
  ゴミ処理

企画課 0577-73-6558

「ごみ処理手数料
  の減免について」

飛騨の薬草を学ぶ
教養講座

　
先
月
は
体
の
解
毒
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
体
に
じ
っ
く
り
と
元
気
を
つ
け
て
い
き
、

数
年
〜
10
年
先
に
驚
く
程
の
若
さ
を
手
に
入
れ
る
、

そ
ん
な
働
き
を
持
つ
ク
コ
の
実
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ク
コ
の
実
は
そ
の
鮮
や
か
な
紅
さ
か
ら
、
杏
仁
豆

腐
の
上
に
の
せ
る
な
ど
、
中
華
料
理
の
ア
ク
セ
ン
ト

等
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
食
材
店
な
ど

で
ま
と
め
売
り
さ
れ
て
い
て
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
て

手
に
入
れ
や
す
い
薬
草
で
す
。
乾
燥
さ
れ
た
状
態
の

方
が
活
用
も
し
や
す
く
、
ま
た
保
存
も
容
易
で
す
。

中
に
は
、
極
端
に
加
工
し
て
あ
る
こ
と
で
肝
心
の
有

効
成
分
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　　
そ
の
ク
コ
で
す
が
、
毒
性
が
な
く
、
た
く
さ
ん
使

用
し
て
も
長
期
間
使
用
し
て
も
よ
い
生
薬
で
あ
る
上

品
（
じ
ょ
う
ほ
ん
）
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
む
し
ろ
継

続
し
て
長
く
と
り
続
け
る
こ
と
で
効
果
が
次
第
に
強

く
表
れ
る
も
の
で
す
。

ち
な
み
に
上
品
の
他
に
中
品
（
ち
ゅ
う
ほ
ん
。
梅
な

ど
。
そ
の
ま
ま
で
は
毒
だ
が
加
工
す
る
こ
と
で
上
品

に
な
る
）
や
下
品
（
げ
ほ
ん
。
ト
リ
カ
ブ
ト
な
ど
。

基
本
的
に
毒
な
の
で
治
療
の
た
め
に
一
時
的
に
用
い

る
）
が
あ
り
ま
す
。

　
ク
コ
を
ひ
た
す
ら
根
気
に
長
期
間
と
り
続
け
る
こ

と
で
滋
養
強
壮
、
胃
腸
を
整
え
、
リ
ン
パ
の
流
れ
を

良
く
し
、
腎
臓
病
や
糖
尿
病
、
神
経
痛
や
リ
ウ
マ

チ
、
肝
機
能
、
動
脈
硬
化
も
改
善
と
様
々
な
効
果
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

真
っ
赤
な
実
に
は
血
行
を
良
く
す
る
ベ
タ
イ
ン
や
ア

キ
サ
ン
チ
ン
が
含
ま
れ
る
そ
う
で
、
最
近
は
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
に
効
果
が
高
い
と
注
目
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
ク
コ
の
実
は
そ
の
ま
ま
を
毎
日
少
量
ず
つ
食
べ

る
、
焼
酎
に
つ
け
て
薬
酒
と
し
て
飲
む
、
汁
や
鍋
の

具
に
入
れ
る
、
お
ひ
た
し
な
ど
で
も
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
体
力
の
落
ち
た
人
や
病
弱
な
人
に
は
数
週
間
か
ら

数
か
月
で
効
果
が
出
ま
す
が
、
通
常
は
数
年
以
上
継

続
す
る
こ
と
で
驚
く
程
の
効
果
が
実
感
で
き
る
も
の

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
薬
草
は
乾
燥
さ
せ
て
お
茶
に
、
焼
酎
に

つ
け
て
薬
酒
に
、
と
い
っ
た
加
工
す
る
こ
と
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
が
、
乾
燥
し
た
ク
コ
な
ら
ば
、
普
段

の
ち
ょ
っ
と
し
た
お

菓
子
代
わ
り
に
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
と
て
も
手
軽
で

す
。

手
間
が
か
か
る
こ
と

は
中
々
続
け
ら
れ
な

く
て
、
と
い
う
方
は

こ
う
い
っ
た
手
軽
な

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。（

村
上
光
太
郎「
薬
草
を
食
べ
る
」よ
り
）

　
第
８
回
は
、「
ご
み
処
理
手
数
料
の

減
免
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　　
今
回
は
利
用
し
な
い
こ
と
が
一
番

で
す
が
、
有
事
の
際
に
知
っ
て
い
る
と

得
を
す
る
制
度
で
す
。

　
災
害
の
発
生
な
ど
で
被
災
し
た
場

合
、「
飛
騨
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
・
施
行
規
則
」
に
よ

り
、
ご
み
処
理
手
数
料
を
減
免
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
一
般
的
に
多
い
火
災
の
場
合
は
、
消

防
署
で
「
り
災
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
、
そ
れ
を
持
っ
て
市
役
所
環
境
課
の

窓
口
で
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の

減
免
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
減
免
申
請
が
で
き
る
の
は
、

一
般
廃
棄
物
に
限
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

※

ご
み
の
持
ち
込
み
に
際
し
て
は
、
飛

　
騨
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
若
し
く

　
は
飛
騨
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
へ
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。
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